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1. 会員制度の目的

• 流通業界の国際標準であるGS1標準は標準コードの利用だけではなく、
自動認識技術、情報連携・共有と流通活動の全般のソリューションとして
利用される場面が拡大しています。

• 流通業の情報システム化に関わる各種キーワード（GS1標準、EPC 、

EDIなど）を中心として、システム化事例、最新の技術動向、業界動向、
国際動向などの情報を共有し、流通業界全体のシステム化、標準化を
推進することを目的とします。
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2. サービス内容 1/5

3

各種セミナーの開催
• セミナー（旧称｢定例セミナー｣、年4回予定）

- GS1 EPCglobal標準の導入事例紹介
- 流通BMSの導入事例紹介
- 企業における情報システム化の最新動向
- GS1標準に関する最新情報 など
※セミナー実施につきましては、新型コロナウイルス感染防止の観点から、
オンラインを中心に開催しています

• 特別セミナー（年１～２回程度）
- 会員企業による事例紹介
- 業界のキーパーソンによる講演 など

見学会開催
• 国内外の各種施設の視察

- 小売業や卸売業などの物流センター
- 商品メーカーの製造工場や物流センター
- IT企業の情報処理センター など
※見学会につきましては、新型コロナウイルスの感染状況に配慮しながら、
実施の是非を検討しております。
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2. サービス内容 2/5

企業活動の支援
- 会員企業主催のセミナー・展示会等に対する特別後援・協力
（当財団会員制度webページ上でのリンク掲載を含む）

- GS1標準に対応したバーコード関連機器の製品情報を掲載
（当財団webページの「GS1 AIDC標準 自己適合宣言 製品リスト」に掲載）

- 「GS1標準対応バーコード・EPC/RFID機器 製造・販売会社リスト」に掲載※１

（当財団webページにある同名リストに掲載、また冊子版を各種展示会で配布）
- 当財団webページに製品紹介（企業情報を含む）を掲載※２

- 当財団発行の資料への広告掲載（優待料金）
• 「GS1 Japan Review」 （2回／年）、「GS1 Japan News」 （6回／年）

- 日本経済新聞社主催「リテールテック」（東京展・大阪展）の当財団ブースへの出展
• 東京展では出展料の割引サービスがございます。
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※１：法人会員のみ対象
※２：流通BMSロゴ使用許諾企業等の条件あり
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2. サービス内容 3/5

GS1 Japan パートナー会員ロゴマーク使用許諾
- チラシやパンフレット、名刺、webページなどに、会員ロゴマークの使用が可能です。

- GS1 Japan パートナー会員ロゴマーク（4種）
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※事前にお申し込みが必要です。
また、使用規約に則っていただく必要があります。
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2. サービス内容 4/5

「GS1 Japanパートナー会員 製品検索」への掲載

- 当財団の webページ上に構築したシステム
『GS1 Japanパートナー会員 製品検索』に
御社製品の情報を掲載いただけます。
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2. サービス内容 5/5

資料配布
• 当財団発行の資料配布

- 「GS1 Japan Review」 （2回／年）
- 「GS1 Japan News」 （6回／年）
- 「流通情報システム化の動向」 （1回／年）
- 「流通関係資料（Ｂ７版）」 （1回／年）
- 各種パンフレットやガイドライン

など
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各種セミナー・展示会の案内
• 流通関連の各種ITイベントの開催情報の提供

（一部のイベントについては無料招待券も含む）
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3. 年会費

• 各企業様の売上高を基準とした会費設定
- 売上高＝企業規模＝情報共有できる人数

と考えさせて頂き、会費設定しております。
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売上高（億円） 年会費※（円）
～10未満 30,000
10～100未満 70,000
100～10,000未満 180,000
10,000～ 300,000

※税抜：別途消費税を徴収いたします
10月以降に入会された場合、初年度の会費は半額となります
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4. 2022年度 イベント開催実績
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開催日 イベント名 主なテーマ・講演

2022/6/21 第１回セミナー ・ 物流で使える！GS1 識別コード
・ GS1 識別コードからウェブへつながる「GS1 Digital Link」

2022/7/27 第１回特別セミナー ・ コロナ禍における 流通と消費の展望

2022/8/9 第２回特別セミナー
・ GS1 Japan とJII およびプラネットの商品情報共同取り組みについて
・ 日用品化粧品業界における商品情報の取り組み 業界が支えるプラネットの商品データベース
・ 食品の商品マスターの流通DX の方向性について

2022/10/14
< 一般公開セミナー >
GS1 標準によるDX,
オムニチャネル環境の
業務革新2022

・ 様々なEC 運営を通じて見えてきた今後の潮流と課題
- 商品ID の統合が実務に与える影響について考える -

・ 世界のネット販売で利用拡大するGS1 標準
・ マスタデータだけじゃない！ 情報システム構築に関するGS1 標準とその利用可能性
・ GS1QRによるB2C での実施事例報告

- 製品トレーサビリティによる消費者と事業者のインセンティブ -

2022/10/18 第２回セミナー ・ GLN（企業・事業所識別コード）の概要と利活用の期待
・ EPC タグ・データ標準2.0 のご紹介

2022/11/22 第３回セミナー
・ 事例をたっぷりご紹介！

PoSレジで読み取る商品に表示するGS1 二次元シンボルの最新動向
・ 米国におけるGS1 標準を活用した業務効率化や安全性向上の取組

-GS1 Connect 2022 参加レポート-

2022/12/20 第４回セミナー ・ GS1 事業者コードの最新動向
・ GS1 事業者コードの登録からGTIN 設定までの流れ

2023/2/21 第５回セミナー ・ トレーサビリティに！ 業務効率化に！ 人手不足に！
GTIN+ 属性情報を表示するGS1 標準バーコードのつくりかた



各種問合せ窓口

GS1Japan（一般財団法人 流通システム開発センター）
GS1 Japan パートナー会員制度事務局

https://www.gs1jp.org/group/partnership/index.html

partnership@gs1jp.org
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